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ワ
ー

クシ ョ ッ プ要旨

ワ
ー

クシ ョ ッ プ 1　 11月 22 日　9：00 − 10：30

B．F．ス キ ナーの 言語行動論 を学ぶ 1 徹底的行動主義の 理解の ために

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤方哉 （慶應義塾大学）

　ある人が 「行動分析学を知 っ て い る」と言 っ た と して も、 さ ま ざま な レ ベ ル で の 知 り方があ る 。

シ ェ イ ビ ン グ や フ ェ イ デ ィ ン グ と い っ た技法的 レ ベ ル
、 単

一
被験体法 と い っ た 方法的 レ ベ ル

、 三

項随伴性 と い っ た概念的 レ ベ ル 、徹底的行動主義 と い っ た哲学的 レ ベ ル が区別さ れ 、こ の 順序で

レ ベ ル が進む ほ ど知 り方が深 くな る。オ ペ ラ ン ト技法な ど と よ ん で 技法的 レ ベ ル しか 知 らな い 行
動療法家 も多い が 、 こ れ で は そ の 技法 さ え本当に活か す こ と は で きな い 。こ の ワーク シ ョ ッ プ は、

徹底的行動主義に た つ 行 動的認識論の 基礎 ともい うべ きス キ ナ
ー

の 言語行 動論 を学ぶ こ と に よ

り、行動分析 学 の 基礎 を固 め る こ とを目的 と して い る 。 L 言語行動 の 定義、2．言語行動 の 分類、
3．言語行動 と 意識、4．ル ー

ル 支配行動、5．「意味」の 問題、の 順 で 説明 しなが ら 、 ス キ ナ ー
の

言語行動論の特徴 と 、 そ の 徹底的行動主義との 関連 を浮 き彫 りに した い 。

ワ
ー

クシ ョ ッ プ 2 　11 月 22 日　10：30 − 12：00

単
一

被験体法 を学ぶ ：行動科学にお ける古 くて新 しい 方法論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　耕治 （埼玉医科大学）

　単
一被験体法 と は行動分 析の 「プ ロ グ ラ ム 」の 根 幹を なす方法論上 の 特徴 の ひ とつ で あ る と同

時に、さま ざまな研究に適用可能性をもつ 強力 な 「実験計画法」で もあ る 。 そ れ は、 1個体 、ま

た は ご く少数の 被験体 （者）を用 い て科学的 に 妥当な結論 を導 くた め の 実験 デ ザ イ ン の 方法 で あ

る 。 単
一
被験体法は、しか し決 して 行 動分析 に 固有 の もの で は な く、す くな くと もそ の 原型 は 、

基礎医学を は じ め 、 生きもの を扱 う実証的研究に古 くか ら用い られ て きた もの で あ り、い ま ま た

研 究倫 理 ・動物福祉 の観点か ら 、 あ ら た め て そ の 価値が見直さ れ つ つ あ る方法論 で あ る。こ の ワ

ー
ク シ ョ ッ プ で は 、研究例を挙げな が ら単一被験体法の 原理 か ら応用 ま で を平易に解説する予定

で あ る。単
一
被験体法の 原 理 に興味 を持 つ 人、自身の研究で小規模標本 を扱わ ざるを得な い 人、

グ ル
ー

プデ ザ イ ン に よ る研究に 限界 を感 じて い る人 、 その ほ か行動研究に おけ る実験計画法に 関

心 を持 つ 人 々 を対象とする 。 実験計画法 ・統計学 に 関す る 予備知識は と くに 必要と し ない
。

ワ
ー

クシ ョ ッ プ 3 　11月 22 日　19；00 −20 ：30

自閉症児者援助の 最先端 ：応用行動分析 と TEACCH プ ロ グ ラ ム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 梅永雄二 （障害者職業総合 セ ン タ
ー

）

　TEACCH とは Treatment　anUl　Education　of　Autistic　and 　related　Comrnunication　handicapped　CHildren
の略語で 、ノ

ー
ス カ ロ ラ イナ大学医学部教授エ リ ッ ク ・シ ョ プラ ーら に よ っ て 研究 ・開発 され た

自閉症児者 の 包括的治療教育 、 援助プ ロ グラ ム で あ る 。 TEACCH で は 、環境 の 随伴性 を
一
貫 さ

せ る こ とに よ り、幼児期か ら青年 ・成人、そ して老年期の 自閉症者ま で が 、地域 で 自立 し た 生活

を送れ る ように な る た め の 包括的プ ロ グ ラ ム を実施 して い る 。 本 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で は 、 TEACCH
プ ロ グ ラ ム の 基本的な考え方、技法、援助 シ ス テ ム づ くりの概説を行 う。 特に 、UCLA を中心 と

した、ロ バ
ー

ス ら の プ ロ グラ ム との 考え方や技法 の 比較を行 い なが ら話 しを進め る 。 ま た、「ア

セ ス メ ン ト」「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」「構 造化」と い う3 つ の 理論的 な骨子 に つ い て の解説 も行 う。

親を 共同治療者 と し て親密な協力関係 を維持 しあ うこ とな ど の プ ロ グ ラム の 具体的特徴に も言

及する 。
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